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６月例会のご報告 

6月例会は、6月14日（日）１３時１５分～ 「あざれあ 第２会議室」で開催しました。 

 参加者 24家族、26名 

 

◇準備会 １０時～ 

 静岡の地も梅雨入りしました。雨空にアジサイの色が映える季節ですね。本日は今夏の学習会のご案内

「３カ月チラシ」を会員皆様にお渡しします。役員会では、秋から年末の学習会の内容を話し合ってい

ます。家族の交流会等を予定しています。ボトムアップ形式で会員皆様のお力を頂けたら幸いです。 

 

◇連続学習会 

        テーマ：「敬意と尊重の対話へ」 

        講師 ：人間関係と心の相談舎 代表 菊池 恒 氏 
 
本日の講師は会員限定のカウンセリング「かぞく安心面談」を担当しています。 

      
０.主軸となる意識と実践 

１）親が子どもに向き合うための意識 

①原因追及をやめる…そもそも原因は不明もしくは複数 

②親は自責をやめる…親の自責は子どもの自責を誘発する 

③親は楽しみをもつ…親の生き方が子どもの生き方に波及する 

 

２）親の具体的実践 

①挨拶をする… 

・おはよう、おやすみ、いってきます、ただいま、ありがとう、ごめんなさい 

・コツを踏まえる（直接本人に伝えることができなくても、あたかも伝えるかのように） 

②子どもの話は最後（語尾）まで聞き切る…言葉を被せない 

③否定的接続詞で返さない…だって、でも、どうせ、の類 

④返すのは受容の言葉…そうか、そうなんだ、なるほど、の類 

↓↓ 

家の空気が変わる、それは肌で感じるもの。 

 

３）親が実践する三本柱 

①子どもが安心して存在できる家 ⇒ 安心感の提供 

②子どもへの深い洞察と理解 ⇒ 理解と受容 

③人間社会への水先案内 ⇒ 知恵と勇気の伝授 

 

＊安心すると出てくる症状→発熱、眠気等→長期間の湯あたり症状 

＊夢が変わる→夢をみない→漠然とした怖い夢→現実対応の象徴の夢 

＊子どもが話さない理由→話したいが話せない→親を守るため、傷つけたくない他 

い っ ぷ く 会 便 り 

本会の活動は「赤い羽根共同募金」の助成を受けて運営しています 
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Ⅰ．安心と安全が保障された対話のテーブル 

 ・テーブルの意味は時間と場所と状況（予告をいれＯＫが出て後） 

 ・安心、大切にされている実感→話したい欲求がでてくる 

 ・他者をいれない。秘密を守るという約束 

 ・この段階では、対等の関係でなく、親が受けとる方。正論はＮＧ。 

 

Ⅱ.敬意とは…尊重（尊厳）とは… 

 ・敬意を払う…それまでに、いろいろな事情があったのだろうと踏まえること。 

 

Ⅲ.多様性、価値観の相違、対話で見出すべきは… 

 ＜解釈のケースワーク＞ 

 ・童謡『赤とんぼ』『ふるさと』『おなかのへるうた』『シャボン玉』→歌詞解釈の違い 

 ・病死した級友の席はどうするか→考えや価値観の違い 

 ・子どもが新型ゲーム機をネット購入、未開封→子どもの考えを想像してみる 

 ・子どもからみる行動のメリット、デメリットを考える→例：歯痛、歯医者にいく 

 ・職場でのトラブル→業務放棄、退職→「命をまもる選択」という解釈 

・子どもに向き合って得られる情報は最高でも全体の２割と心得る←敬意と尊重の対話の必要性 

 

・子どもの微妙な変化に気づくこと（行動の時間、頻度、声の大きさ、話の速さ等） 

 

◇グループ別話し合い 

 

皆様からの感想です。 

・「解釈のケースワーク」①、②について。すごく「気づき」をいただきました。個々の考え方、とらえ

方があることは、知っていても、その方の思いを気づかずに、決めつけている自分に気づきました。あり

がとうございます。 

 

・子どもからの吐き出し、批難により、自責の念で押しつぶされ、振り回されて、とても自分の楽しみを

もつことは考えれませんでしたが、今日は少し発想、解釈の転換をみて、子どもから心理的に離れる時間

を持つことも大切だと思いました。また、湯あたりの現象も発想の転換でした。そういうことも頭に入れ

ておきます。 

 

・対話・・・情けない位我が家では対話がありません。（離れて住んでいることもありますが）対話が 

成立するためには子供が安心して対話のテーブルに着く環境がなくてはなりません。親が上の立場で 

はなく、対等でもなく親が受け取る側になること。「そうか」「なるほど」「そうなんだ」と受容の 

言葉で繋げて行くこと。相手を傷つけない言葉遣い、相手を否定しない態度、これまでに色々なこと 

があっただろうと想像し、理解できないとしても、寄り添うことが対話の第一歩だと思いました。又、 

言葉を一つだけの解釈ではなくあらゆる背景、場面、時代からイメージすることも大切だというワー 

クショップもありました。言葉・・・赤とんぼの歌詞の中に「おわれてみたのはいつの日か」という 

歌詞があります。これは、｢追いかけられてみた｣ではなく、｢おんぶされてみた｣という意味だそうです。 

日本語って難しいですね。因みに作詞したのは三木露風ですが、幼くして両親と別れ、祖父母、親戚 

に育てられました。生みの母やねえや（子守のお手伝いさん）に負んぶされていた頃を切ないほどに 

懐かしく思い出しています。それで「１５でねえやはよめにいき」になります。又シャボン玉は野口 

雨情の作詞ですが、長女を生まれてすぐ亡くした時の思いをうたっています。「シャボン玉消えた、 

飛ばずに消えた、生まれてすぐに壊れて消えた」シャボン玉は飛ぶことも知らず逝った幼い命のこと 

です。私も子供の頃は、単に童謡として、明るく元気に歌っていたのですが、大人になってその背景 

を知った時、言葉からイメージするものはさらに深いものがあると思いました。               
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「いっぷくサロン」  
 気軽にお出かけください（当番がいます） 

毎週木曜日 午後1時～4時（祝日は除く） 

 番町市民活動センター２F  いっぷく会事務所 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

日時 ：令和８年８月９日（日） 13：00 ～ 16：00  (受付 12:45～)   

会場 ：静岡市番町市民活動センター ２F  大会議室 

◆連続学習会 

「経験豊富な知見を持つ家族会の未来 

～高齢・単身社会から「地域共生」への架け橋に～」 

      ＜講師＞ 上田 理香氏（公認心理師 家族支援士） 

         KHJ 全国ひきこもり家族会連合会 広報アドバイザー 

         一般社団法人SHIPひきこもりと共生社会を考えるネットワーク代表理事 
 

いっぷく会は、互いに支えあう家族会として 20年以上の歴史があり、家族や本人の安全 

基地、心の居場所であり続けています。これからの家族会が地域で共に生きていく未来を 

考えたいと思います。 

 

８月例会のお知らせ 

 
オヤジの会 

８/１６（日）14時～ 

 
Gカウンセリング  
７/１９（日）13時～ 

                             （次回例会までの予定などをお知らせしています） 

◇会員交流の場「地区会」 
 
・中部地区 ７月２６日（日）１３：３０ ～ １６：３０ 

       静岡県男女共同参画センター「あざれあ」茶室   

参加心理師 久米 典子氏 

＊たくさんのキャリア、実績をもつ久米先生との交流、個別相談も実施予定。 

予約無。出入り時間自由。 
 

お知らせコーナー 

 

 
CRAFT勉強会  

８/４（火）14時～ 

 

「かぞく安心面談」のお知らせ 
 

日時：令和8年7月 17日(金) 9：30～21：00 (大会議室) 

                    18日(土) 9：30～21：00 (中会議室) 

                   19日(日) 9：30～12：00 (小会議室) 

場所：静岡市番町市民活動センター 

（カウンセラー）「人間関係と心の相談舎」代表 菊池 恒 氏 

（会員限定・有料）お申込み・お問い合わせは担当 菊池 恒 090-7195-5750  
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《会長一言》 

KHJ 本部スタッフのＦさんは、長年重篤な病を抱えており、薬を切らすことが出来ません。そんな状

態でも彼は膨大な量の仕事をこなし、彼抜きではＫＨＪは立ち行かないほどの存在です。また講演活

動も数多く行って評価も高く、静岡にも何回か来ています。 

そんな彼が今体調を悪化させて苦しんでいます。原因は今まで常用していた薬の一部が中東情勢の影

響で入手困難になり、止む無く別の薬に切り替えましたが合わないとのこと。このまま続けば命にも

影響するそうです。何とトランプの罪はこのような身近なところにも及んでいるのです。何とか彼の

負担を軽減しようと理事会が必死で動いています。医療関係の資材不足が深刻との報道は流れており

ましたが、皆さん自身や皆さんの子供も服用しているであろう薬に影響はないでしょうか？ 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
           
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

いっぷく会は、会員制で会員の会費で運営されています。会員以外の方もご参加されることは大いに歓迎してい

ますが、その場合は参加費を一回1000円負担して頂いています。ただし初回は体験として無料で参加いただけ

ます。そして年会費8000円（年度途中での加入は月割額700円）で、加入していただければその後の参加費は

無料です。詳しくは事務局まで問い合わせ下さい。 

事務局 E-mail：ippuku-kai@outlook.jp 電話 090-6081-0766 

       

 


